
就農までの流れ

就農相談
現地体験

師匠研修
（１年間）

実践研修
（約２年間）

自営就農

・現地体験：１日～２日程度の農業ミニ体験。しまね農業体験プログラム(※)を

　　　　　　利用することが可能。
      　　　　　　　　※公益財団法人しまね農業振興公社に申し込みが必要です
・師匠研修：島根県知事認定の指導農業士（師匠）のもとで、マンツーマンの実
　　　　　　技指導により技術習得。

・実践研修：研修用ハウスの樹を借りて栽培、収穫、販売までの一連の作業を実
　　　　　　践的に研修。

・自営就農：自身の施設を所有し、経営を開始。就農後も支援チームがしっかり
　　　　　　サポート。

安来市のぶどうについて

　安来市は、島根県の東端、鳥取県との県
境に位置。水稲、いちご、ぶどう等の産地
として、多くの特産物を生産しています。

　ぶどう生産者が結成した「やすぎぶどう
生産協議会」があり、その特徴は、ぶどう
をハウスだけでなく簡易雨よけ栽培で生産
している点です。開園時の初期費用を抑え
られる簡易雨よけ栽培のノウハウを蓄積し
ていることは、当産地の強みと言えます。

島根県オリジナル品種「神紅」 「シャインマスカット」



年間栽培スケジュール　

ぶどう経営の特徴

・就農と同時にぶどうの苗木を定植した場合、成園になるまで５年程度かかります。

・２年目までは収穫ゼロ、３年目に少し収穫できますが、収支は赤字です。

・最低でも３年間は無収入でも生活できる程度の貯蓄が必要です。

・収入が安定するまでは、他の農家でのアルバイト等に出られる方が多いです。

・販売方法は、JAを通じた市場出荷、直売所での販売などです。

就農モデル（１人で就農する場合）

※各種補助事業を活用した場合の試算結果です。(R7.12月時点)　　　　　　
　就農５年後のモデルであり、所得を保障するものではありません。
　農業経営においては、天候等の気象条件や経営者の技術レベルにより、これらの値は変わります。 

　技術習得や有利販売の工夫により、これ以上の所得を得られる可能性もあります。
　中古ハウスの活用が可能な場合は、設備投資額を軽減させることができます。

　 

☆認定新規就農者となることで、無利子の資金融資制度が利用できます。

栽培品目
シャインマスカット
神紅（しんく）

経営面積
30a
（シャインマスカット：２０a、神紅：１０a）

必要設備
無加温連棟施設１棟、簡易雨よけ施設２棟
作業、資機材施設１棟
その他機械装置（運搬車、自走式動噴、ハンマーナイフモア、軽トラック　等）

設備投資額
総額：約4,000万円

年間総労働時間 1,552ｈ（労働力：本人１人+臨時雇用者１人）

所得 約250万円（販売額：約650万円）

（1/2補助事業が活用できた場合）

自己資金・借入金
約2,000万円

補助金
約2,000万円

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
無加温 〇―△ ――― ―☆― ――― ――― ――■ ■■
簡易雨よけ 〇 ―△― ――― ☆―― ――― ――― ―■■ ■

神紅（しんく） 簡易雨よけ 〇 ―△― ――― ☆―― ――― ――― ■■
〇：ビニール被覆　△発芽　☆開花　■収穫　

発芽から収穫までさまざまな栽培管理を実施します。
加えて冬季にせん定が必要です。
重要な作業には開花期のジベレリン処理があり、
労働負担の大きい大変な作業には農薬散布があります。

月
品種 作型

シャインマスカット



求める人材像

・安来市に移住し、ぶどう栽培での就農を目指す方

・本気で就農を目指し、家族など周囲の理解・協力を得られる方
・やすぎぶどう生産協議会に入り、活動に参加できる方
・生活費とは別に、300万円程度の自己資金を持っている方
・地域活動に積極的に参加される方

移住・就農支援

安来での研修や就農の特徴

神紅 簡易雨よけ栽培

・研修中、滞在施設（２万円／月）を
　利用可能です。

・安来市定住支援として、お試し住宅、
　空き家バンクの紹介、改修時に活用
　可能な制度の紹介もしています。

　安来市定住支援サイト　⇒

・基本的には、研修中に師匠や関係機関と
　相談しながら、就農予定地を探します。
・関係機関が空き農地・ハウスの情報収集　
　をしており、紹介できる可能性がありま
　す。

・ＵＩターンしまね産業体験事業

　12万円/月、３ヶ月以上１年以内
・就農準備資金
　165万円／年、最長２年間

・経営開始資金
　165万円／年、最長３年間

農　地

研修・就農時補助住　居

施設・機械
・就農に必要な施設・機械等の整備に
　対しての支援制度があります。
・ハウス等整備事業　費用の１/２助成
・経営発展支援事業　費用の３/４助成
・自営就農開始支援事業　費用の1/3助成

①JAが運営する担い手支援センターの研修用施設やぶどう樹を借りて、
　就農時を想定した実践的な研修を受けることができます

②島根県オリジナル品種の神紅
　を栽培でき、高収益を狙えます

③簡易雨よけ栽培について、
　研修で学ぶことができます

  担い手支援センターと研修施設



就農に関するお問い合わせは･･･
安来地域担い手育成総合支援協議会

（安来市農林水産部　農林振興課） Tel：０８５４－２３－３３３１

就農支援制度など、詳しくはこちら　

　　　　　（安来市ホームページ）　⇒

指導農業士からの
メッセージ

新規就農者からの
メッセージ

●就農４年目
　　栽培規模：21a
　　栽培品種：シャインマスカット、ピオーネ等

Q就農のきっかけは？
　父親が守っていたぶどう園を廃園にしない
ため。会社勤めしていたが、農業をすること
が長年の夢でもあった。
Qぶどう栽培の魅力は？
　自身の栽培したぶどうを、お客様が食べて
美味しいと笑顔になること。
Q産地に求める人材は？
　講習会等の協議会の活動に積極的に参加し、
他者と情報交換できる人。また、忍耐強く、
素直な人。
●就農希望者へのメッセージ
　一緒に美味しいぶどう作りをしましょう。
島根県オリジナル品種神紅を生産し、儲けま
しょう。

栽培規模：ハウス5棟110a
栽培品種：神紅、シャインマスカット等

Ｑ就農のきっかけは？
　両親がいちご農家で、手伝いをする中で農業に興味を持ち、自身
はぶどうが好きだったため、始めてみようと思った。
Ｑ就農当初の印象は？
　農林大学校で勉強したため、栽培管理を理解していたが、実際に
一人ですべて管理すると、分からないことや大変なことが多かった。
Ｑ現在の印象は？
　毎年違うことが起き、分からないことはまだあるが、焦らずに対
処できるようになった。
Ｑ楽しいこと、大変なことは？
　摘粒。良い房を作るのに大切な作業で、どんな房になるか考えな
がら実施している。癖のある房をきれいにできた時に達成感を感じ
られて楽しい。時間がかかる作業なので、暑い中での摘粒は大変。
●就農希望者へのメッセージ
　ぶどうは収穫できるまでに３年かかり、100%収穫できるように
なるまで5年かかるので、最初の1、2年の管理が大切です。

神紅について：10年の歳月をかけて生み出された島根県オリジナル品種
神紅の特徴：パリッとした食感、鮮やかな紅、高糖度、紅茶を思わせる独特で芳醇な香り
名前の由来：島根を連想させる神話や神楽の「神」と、鮮やかな赤を表す「紅」を組み合わせ、
名付けられました。


